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　多摩丘陵は、神奈川県北東部から東京都南西部にかけ

て位置し、北は多摩川の沖積低地、西は関東山地、南西

は相模原台地、南は三浦丘陵、東は下末吉台地によって

境され、北西～南東方向にひろがる。同丘陵には、鮮新

世末から更新世前期にかけて堆積した上総層群が広く分

布する。上総層群模式地である房総半島では、テフラ層

序に基づく層位学的研究 （三梨ほか、１９５９など）、古地磁

気 （新妻、１９７６）、浮遊性微化石 （Oda、１９７７；佐藤、高山、

１９８８など） による編年、フィッション・トラック法によ

る年代測定 （鈴木、杉原、１９８３；原、楡井、１９９０） など多

くの研究が行われ、日本における鮮新－更新統の模式層

序の一つとされている。本研究地域である多摩丘陵では

ローム層の層序については関東ローム研究グループ

 （１９６５）によって綿密な研究が行われている。丘陵下部の

上総層群の層序・構造については、徳永ほか （１９４９）、藤

本ほか （１９６１）、森 （１９６９）、関東第四紀研究会 （１９７０）、増

田 （１９７１）、三梨ほか （１９７６、 １９７９）、菊地 （１９８２）、岡ほか

 （１９８４）、鈴木ほか （１９９５） など、古くから数多くの研究が

ある。最近では高野 （１９９４）が堆積サイクルおよびテフラ

鍵層に基づき層序・構造の再検討を行った。しかし、多

摩丘陵の上総層群の年代についての考察は少なく、高野

 （１９９４） の中で石灰質ナンノ化石による平山層から飯室層

にかけての生層序年代の報告、および伊藤ほか （２００２） に

よる小山田層の２層準と柿生層の１層準の鍵層のフィッ

ション・トラック年代の報告があるに過ぎず、全層準に

わたる年代は明確になっていない。今回、この多摩丘陵

の上総層群の深層試錐３本および下末吉台地東端部に近

い温泉井を対象として、石灰質ナンノ化石を分析し、そ

の生層序により、地層の年代を明確にした。

深層ボーリングによる下末吉台地および多摩丘陵上総層群の
石灰質ナンノ化石年代層序および地下地質
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Abstract

 Calcareous nannofossil biostratigraphy was investigated for deep drilling samples from the Tsurumi hot spring 

well in the Shimosueyoshi Plateau, and from three boreholes (Tama, Inagi and Machida boreholes) in the Tama 

Hills. The following conclusions were obtained. 1. The strata in the Tsurumi hot spring well is considered to be 

correlated to the Ikego Formation of the upper Miura Group, Urago, Nojima, Ofuna, Kamihoshikawa or Tsurukawa 

Formations of the Kazusa Group in ascending order. The geologic age is assigned to 2.7-2.6Ma for the Urago 

Formation, 2.6-2.0Ma for the Nojima Formation, 2.0-1.7Ma for the Ofuna Formation and the lower Kamihoshikawa 

(or Tsurukawa) Formation based on  nannofossil biostratigraphy.  2. The Kazusa Group in the Tama borehole is 

considered to be divided to the Tsurukawa and Renkoji Formations in ascending order, in the Inagi borehole, to the 

Tsurukawa, Renkoji and Inagi Formations, and in the Machida borehole, to the Tsurukawa Formation. 3. Depth of 

the basal boundary of the Kazusa Group in the Tsurumi hot spring well is about 1200m beneath the sea level, about 

400m shallower than expected in previous studies. 4. The depth of the Plio-Pleistocene boundary under the ground in 

the Fuchu observation well is deeper than that in the Tama borehole even if the inclination of those strata is taken 

into account.  This difference in the depth is considered to be due to activities of the Tachikawa Fault.
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　本研究で石灰質ナンノ化石分析に用いた地質試料を採

取した深層ボーリングは、下末吉台地東端に近い横浜市

鶴見区における温泉井 （鶴見温泉井）および多摩丘陵地域

で東京都土木技術研究所が水文地質調査のために掘削し

た３試錐 （多摩試錐、稲城試錐、町田試錐） である。位置

を下記および図１、２に示す （緯度、経度は世界測地系に

よる）。

（１）鶴見温泉井 （TS、横浜７８号）

　掘削位置：横浜市鶴見区下末吉２丁目 （北緯３５°３１′

　　　　　２０． １″、東経１３９°４０′２５． ９″） 。

　　　　　下末吉台地東端部に近接した鶴見川下流部の

右岸側の旧河床に位置する。

　掘削地点の標高および掘削深度：３m／１５００m

（２）多摩試錐 （TA）

　掘削位置：多摩市関戸 １５１３ 番地 （北緯３５°３９′４″、東

経１３９°２７′ ２０″）。

　　　　　 多摩川中流域の右岸側の旧河床に位置する。

　掘削地点の標高および掘削深度：５０． １m／４０３． ８m

（３）稲城試錐 （IN）

　掘削位置：稲城市東長沼 ２３５８ 番地 （北緯３５° ３８′ １２″、

東経１３９°３０′２４″）。

　　　　　多摩川中流域の右岸側の旧河床で、多摩試錐

の下流約５km に位置する。

　掘削地点の標高および掘削深度：３６． ５m／５０８． ０m

（４）町田試錐 （MA）

　掘削位置：町田市野津田町３３０５番地 （北緯３５° ３４′

４９″、東経１３９°２６′５６″）。

　　　　　多摩丘陵の南部を西から東へ流下している鶴

見川の支流によって開析された小河谷に位置

する。

　掘削地点の標高および掘削深度：６１． ７m／５０５． ５m
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　多摩丘陵は南東部で下末吉台地へと続き （図１）、これ

らの表層には関東ローム層および相模層群が分布し、下

位には上総層群が不整合をもって多摩丘陵の全域に分布

する （徳永ほか、１９４９；岡ほか、１９８４）。表１に多摩丘陵

における過去の研究の層序対照表を示す。

　以下、高野 （１９９４） によれば、多摩丘陵西部の八王子市

付近から川崎市付近にかけての上総層群は北北西－南南

東ないし北西－南東走向で北東に１～２度の緩い傾斜を

している。上総層群の下位には、三浦層群が分布する。

鶴川撓曲 （菊地、１９８２） を境に多摩丘陵西部と東部では上

総層群の層相が大きく異なる。多摩丘陵西部では、沈降

速度が小さかったため氷河性海水準変動の影響を受け、

最下部の寺田層を除き、基本的には６回の礫層→泥層→

砂層の堆積サイクルから構成されている。この堆積サイ

クルは、水深の変化に伴って河川→内湾性の干潟→外浜

への堆積環境の推移を示しており、累層単位に相当し、

厚さは５０～１００mである。一方、南東部では氷河性海水

準変動の影響は受けているが、沈降速度が大きかったた

め、鶴川撓曲付近の一部の地域で低海面期に陸化したの

を除き、ほとんどの地域は常に海域であった。礫層や砂

がちの部分も一部の地域・層準に認められるが、主に泥

層ないし泥がちの砂泥互層からなる。南東部の砂泥互層

の部分にはスランプなどの乱堆積構造 （王禅寺層、飯室

層、高津層） や、シルトブロックを多量に含む砂層 （鶴川

層、王禅寺層） などの異常堆積層が多く認められる。横

浜市南部では、上総層群はゆるやかにうねりつつ、ほぼ

東西の走向でわずかに北に傾斜している （三梨、菊地、

１９８２）。
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　鶴見温泉井の層相は、１０m毎に採取されたカッティン

グスの観察結果および電気検層の結果とを総合して決定

した （図３）。なお、鶴見温泉井では、井戸口径が深度

２００mと７００mで、それぞれ小さくなっているため、同

深度付近において電気検層の結果に影響を及ぼしている

可能性がある。また、多摩丘陵のオールコアが採取され

た３本の試錐 （多摩試錐、稲城試錐、町田試錐） の層相に
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ついては、それぞれ川合ほか （１９８６、１９８７）、川島ほか

 （１９８８） による （図４）。
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　最上部約３０mは砂礫からなる。深度３０～３４０mは、

最上部がシルト混じりの砂礫層、上部がシルト層、中部

から下部にかけては砂層とシルト層との互層からなる。

深度３４０～７３０mは、シルト岩を主とし、砂層を薄く挟

む互層からなる。深度７３０～１１２０mは、上部が礫混じり

砂質シルト、中部が砂質シルトもしくはシルトと砂の互

層、下部が礫を含むシルトと砂の互層からなり、スコリ

アやパミスを含む。深度１１２０～１１８０mは、凝灰質砂層お

よび礫層が優勢な地層からなる。深度１１８０～１５００mは、

上部から下部にかけて、凝灰質で礫混じりのシルトを主

��������	
�������������������������� ����������������	
�
��������	
�����	�������	��������
����������	
�����
����������������������������	
	������������������������������	�
��	�����	������������������������	
������
����������	��
��	
���������
�������������������	
������������������������������	


����������	
��	��������������������������������	��������������������	
��	�����	�����



－４－

体として砂を薄く挟む互層からなる。
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　川合ほか （１９８６） は、本試錐をA～ C層の３層に大別し、

さらに B層を B �、B �の２層に、C層を C �～ C �に細分

した。

　A層 （０～１０． １m）

　礫径１０～１５cmの大礫（亜円～亜角）を含む砂礫層。礫

種は砂岩が多く、頁岩、礫岩、チャートもある。

　B �層 （１０． １～４５． ５m）

　１０． １～１６． ２m；シルト混じり細粒砂層で黄褐色を呈す。

シルト混じりの部分には生痕が認められる。

　１６． ２～２６． ７m；黄褐色細粒砂層。

　２６． ７～４１． ０m；黄褐色の細～粗粒砂層、粗粒砂の部分

には中礫 （径２～３cm） が点在する。

　４１． ０～４５． ５m；緑灰色を呈する砂礫層。礫種は亜円～

亜角の砂岩が多く、頁岩、チャートも認められる。

　B �層 （４５． ５～１４７． ３m）

　４５． ５～５３． ５m；暗灰色を呈し、淘汰がよい細粒砂層。

貝化石、腐植物の混入は認められない。

　５３． ５～７７． ０m；暗青灰色を呈する、淘汰の良いシルト

混じり細粒砂層。全体的に腐植物、貝化石が認められる。

　７７． ０～８８． ０m；暗青灰色を呈し、淘汰のよい細粒砂層。

下部には貝化石、腐植物、軽石が混じる。

　８８． ０～１２０． ９m；礫混じり細～中粒砂層。下部の１１８m

付近には中礫が点在し、上部にはラミナ、重鉱物の密集

などが認められる。下部に貝化石の破片が認められる。

　１２０． ９～１４７． ３m；暗青灰～暗灰色を呈するシルト混じ

り細粒砂層。全体にわたって腐植物が混じり、上部に風

化した貝化石が認められる。１４０． ５m付近には木片、葉

片などを含み層状に密集している。

　C �層 （１４７． ３～２２７． ２ m）

　暗灰色の固結した砂質シルト層を主体としている。最

上部は細粒砂の薄層との互層になっているが、深くなる

にしたがって均一な砂質シルト層に移行している。腐植

物が上部に多く認められるが、下部には少ない。また貝

化石は上部に点在しているが、溶失しているものも認め

られる。

　C �層 （２２７． ２～２５５． ８m）

　暗灰色のシルト質細粒砂層。生痕化石、サンドパイプ

が認められる。２３７． ８～２３９． ７mに淡灰色の火山灰層と、

２３９． ７mに厚さ３cm の層状軽石層が挟在している。また

２５５． ２mには厚さ１cm の赤褐色火山灰層が認められる。

　C �層 （２５５． ８～４０３． ８m）

　暗灰色の固結したシルト層。貝化石、腐植物が全体的

に点在し、上部にやや多く含まれる。また、生痕化石が

上部に多く認められる。３９５． ３mに厚さ１cmの軽石・スコ

リア層が、４０１． ５mに厚さ１０cm の淡灰色火山灰層があ
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る。 
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　川合ほか （１９８７） は、本試錐をA～ C層の３層に大別し、

さらに C層を C �～ C �に細分した。

　A層 （ ０～１３． ７m）

　下位は砂礫層、上位は表土層で構成される。

　B層 （１３． ７～８３． ３m）

　１３． ７～２４． ３m；暗灰色のシルト質細粒砂層。腐植物、

貝化石、軽石が点在する。

　２４． ３～２９． ０m；暗青灰色の砂質シルト層。最上部に腐

植物が層状に密集し、最下部に軽石が多く混入している。

　２９． ０～５０． ６m；暗灰色を呈する淘汰のよい細～中粒砂

層を主体とし、一部に礫混じりのシルト質の岩相部があ

る。最上部付近 （深さ３０． １～３１． ４m） のシルト質な部分

には、貝化石が多く含まれ、二枚貝、巻貝、単体サンゴ

が認められ、また、肉眼で有孔虫が観察される。

　５０． ６～６５． ８m；暗灰～暗青灰色の淘汰の良い細粒砂層。

　６５． ８～６９． ９m；暗灰色の砂質シルト。軽石が多く混入

している。特に、６６． ７～６７． ０mに密集している。６６． ３m、

６９． ８m、６９． ９mには各々、厚さ５cm、２cm、１cm で層状

に混入している。

　６９． ９～８３． ３m；全体的に暗灰色のシルト混じり細粒砂

層。下部は砂質シルトとの細互層になっている。貝化石、

腐植物が僅かに認められる。

　C �層 （８３． ３～２１１． ８m）

　８３． ３～２０４． ５m；全体的に固結した暗青灰～暗灰色の

砂質シルト岩層であるが、所々に細粒砂の薄層が挟在し

ている。とくに最上部と深さ１３５m付近では互層状にな

り、深さ１３５． ２mで小さな侵食面が観察された。貝化石

と腐植物が随所に認められる。９２． ９～９４． ０mには軽石

と火山灰、深さ１８６． ３～１８７． ２mには軽石が混じり、深

さ１９５． ９m、１９９． ６mには白色火山灰層がそれぞれ厚さ

１５cm、厚さ３０cmで挟在している。また、僅かに木片、生

痕、ノジュールが認められる。

　２０４． ５～２１１． ８m；暗灰色の細～中粒砂層を主体とする

が、最上部は砂質シルト層との細互層で、クロスラミナ

やサンドパイプが認められる。また、最下部はシルト混

じりになっている。全体に少量の軽石が認められる。

　C �層 （２１１． ８～４４８． ５m）

　２１１． ８～３１０． ５m；青灰色の固結シルト層で、全体に均

質であるが、貝化石、腐植物、軽石が散見される。

　３１０． ５～３５３． ０m；全体的に暗青灰色の砂質シルト層で、

下部は随所に細粒砂層を挟み、互層状態になっている。

軽石と火山灰が混じる。貝化石が全層準にわたり僅かに

認められる。

　３５３． ０～４４８． ５m；暗青灰～暗緑灰色を呈し、固結した

シルト層。軽石が随所に認められるほか、貝化石と腐植

物が僅かに認められる。全体的に火山灰が上部と下部に、

スコリアが中部と下部にそれぞれ認められる。

　C �層 （４４８． ５～５０８． ０m）

　４４８． ５～４７９． ５m；全体に暗青灰色の砂質シルト層で、

細粒砂の薄層が多数挟在している。火山灰が２箇所に挟

在し、貝化石、腐植物、生痕およびノジュールが僅かに

散見される。

　４７９． ５～４９３． ８m；砂質シルトと細粒砂の互層で暗青灰

色を呈している。砂質シルト、細粒砂ともに１０cm から

数１０cmの層厚で、リズミカルな互層を形成し、上位の砂

質シルト層と下位の細粒砂層との漸移層になっている。

下部に貝化石、腐植物、生痕とノジュールが僅かに認め

られる。

　４９３． ８～５０８． ０m；本試錐の最下部層にあたり、暗青灰

色の細粒砂層で構成される。上部と下部にシルト層を挟

む。シルト層には貝化石、腐植物が僅かに含まれる。
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　川島ほか （１９８８） は、本試錐をA～ C層の３層に大別し、

さらに B層を B �、B �の２層に、C層を C �～ C �に細分

した。

　A層 （０～６． ５m）

　深さ４． １mを境として上位は褐色土層、下位は黒色土

層で構成される。

　B �層 （６． ５～５１． ５m）

　６． ５～２０． ３m；細粒砂層を主体とするが、シルトが多

く含まれ、乱堆積物の様相を示している。１８． ２mには腐

植物が多く含まれている。また、１７． ４m以深にはヒメス

ナホリムシの生痕化石が認められる。

　２０． ３～５１． ５m；砂質シルト層。全体に暗青灰色を呈し

ているが、最下部は黄褐色となっている。腐植物は全層

にわたって含まれている

　B �層 （５１． ５～９２． ５m）

　５１． ５～５８． ２m；黄褐色の砂礫層を主体とし、礫は径１

～６cmの亜円礫である。上部の５４． ７m以浅にはほとんど

礫を含まない。

　５８． ２～９２． ５m；砂層とシルト層の互層。砂層の厚さは

０． ３～４． ３m、シルト層の厚さは０． ６～２． ７m で、全体と

しては砂層が優勢である。７２． ６mには木片をはじめ腐植

物が多い。火砕物が７２． ６m、８１． １mおよび９２． ５～９３． １m

に僅かに混じる。

　C �層 （９２． ５～１６８． ９m）
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　９２． ５～１４８． ２m；緑灰～暗灰色の砂質シルト層。全体

的に均一で、固結している。貝化石と腐植物が全層にわ

たって認められる。

　１４８． ２～１６８． ９m；暗灰色のシルト質細粒砂層。全体的

に良く締まっている。貝化石、腐植物が全層にわたって

認められ、１６８． ３mに軽石が認められる。また、１５１． ９m

にはシルトパイプの生痕化石が認められる。

　C �層 （１６８． ９～４６４． ４m）

　緑灰～灰色を呈する固結した砂質シルト層。貝化石や

腐植物が全層にわたって認められる。軽石がしばしば混

じるほか、上位で認められなかったスコリアも所々に点

在している。また、生痕化石も比較的良く認められ、と

くに３６８m以深にはサンドパイプが多い。

　C �層 （４６４． ４～５０５． ５m）

　細粒砂層を主体とするが、シルトが薄層状に挟在して、

部分的には互層状を呈している。色調は暗灰～青灰色で

あり、ラミナがよく認められる。貝化石、腐植物が点在

する。４６５． ７mに厚さ３cm の火山灰・軽石層、４６８． ３mに

厚さ２cm の軽石・スコリア層が挟在する。なお、最下部

付近の５０４． ２mおよび５０４． ９mでは木片化石が認められ

る。
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　鶴見温泉井については、１０m毎に１５０ヵ所で採取され

たカッティングス試料を対象とした。カッティングス試

料のうち原則として５０m毎、計３０試料を使用し、軟泥

部を８０メッシュのふるいの上で洗って取り除き、岩芯片

を採集し、分析用試料とした （表２）。

　多摩試錐、稲城試錐、町田試錐については東京都土木

技術研究所が保管しているオールコアサンプリング法で

得られたコアのうち、多摩試錐２５ヵ所、稲城試錐３２ヵ

所、町田試錐３２ヵ所をカッターで削り新鮮な面を出し、

分析用試料を採取した （表３）。

　石灰質ナンノ化石の分析は、ごく少量の試料を、２２×

４０mmのカバーグラス上に載せ、水をスポイトで一滴落

とし、平たい爪楊枝でペースト状に試料を塗り広げ、こ

れを約１００℃ のホットプレート上で乾燥させた。次いで

スライドグラスの中央部に光硬化剤を塗り、先に乾燥さ

せた塗布試料をスライドグラスに載せ、これに紫外線を

照射し、光硬化剤を硬化させてプレパラートを作成した。

　プレパラートは偏光顕微鏡を用いて１５００倍で検鏡し、

鶴見温泉井のカッティングス試料については１試料につ

き石灰質ナンノ化石の総個体数が２００個、多摩、稲城、

町田の各試錐については総個体数が１００個を目安に計数

した。
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　本研究では石灰質ナンノ化石基準面とその年代値に

Sato et al ． （１９９１） と佐藤ほか （１９９９） を用いた。これらは

DSDP-IPOD Leg ９４において最上部新生界に確認された

石灰質ナンノ化石基準面と古地磁気層序の関係および基

準面の年代値を照らし合わせ、初出現基準面を FAD、最

終出現基準面を LAD で表し、２１の基準面を定めている。

　また、Raffi et al ． （１９９３） や高山ほか （１９９５） が指摘して

いるように、Gephyrocapsa 属の分類には、研究者間に

よって、その同定が定まっていないのが現状である。そ

こで、今回は、Sato et al ． （１９９１） と Raffi et al ． （１９９３） の分

類基準に従って、 同定を行った。すなわち、長軸が４μm
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以上のサイズの標本について、Gephyrocapsa carribbeanica

ならびにG.oceanica と認定し、それ以下のサイズについ

ては、Gephyrocapsa spp． （small） として一括した。さらに、

５． ５ μm 以上のサイズをGephyrocapsa spp． （large） とした。

　鶴見温泉井および多摩丘陵の上記３試錐について、石

灰質ナンノ化石を分析し、産出した試料の結果および対

応する基準面を、表２、３、および図３、４にそれぞれ示

す。以下、それらの示準種の産出状況および基準面を記

述する。
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　深度１３００m、１４００mで Discoaster tamalis の産出が認め

られた。また深度１０５０m、１１００m、１１５０m、１３５０m、１４００m、

１４５０m、１５００mでDiscoaster surculus の産出が、深度９９０m、

１１００m、１２１０m、１２５０m、１３５０m、１４００m、１５００m で

Discoaster pentaradiatus の産出が認められ、さらに深度

６９０m以深では７５０m、１４００m、１４５０mを除いてDiscoaster 

brouweri の産出が認められたことにより、深度１２５０mと

１３００mの間に Sato et al ． （１９９１） の石灰質ナンノ化石の基

準面１８ （２． ７４Ma） が、深度９９０mと１０５０mとの間に基準面

１７ （２． ５４Ma）、深度９５０mと９９０mの間に基準面１６ （２． ３８

Ma）、 深度 ６５０mと  ６９０mの間に基準面１３ （１． ９７Ma）が認定

された。 

　また、深度２００mにはGephyrocapsa caribbeanica の初産

出が認められたことから、深度２００mと２５０mの間に基準

面１２ （１． ７３Ma）、ま た、下 位 か ら 深 度１００mま で

Calcidiscus macintyrei が産出し深度５０mで産出が見られ

なくなること、さらに深度１４０mでGephyrocapsa oceanica

が初産出することから１４０m と２００m の間に基準面１１ 

 （１． ６５Ma） が認定される。また、最上位の深度５０mに

Gephyrocapsa spp． （large）の産出が認められなかったこと

から、５０mは、基準面１０ （１． ４５Ma） より下位に相当する。
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　深度 ７２． ７m、 ２４３． １m から G． oceanica と G． caribbeanica の

産出が認められ、３５４． ８mからは認められないことから、

深度２４３． １mと３５４． ８m間に基準面１１と１２が認定される。

一方、Gephyrocapsa spp． （large） の産出は、最上位の深度

７２． ７mでも認められなかった。
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  深度５０６． １mから Calcidiscus macintyrei が産出し、 ３０９． ６

mからG． oceanica とG． caribbeanica の初産出が認められ

たことから、深度３０９． ６mと４１３． ２mの間に基準面１１と

１２が認定される。Gephyrocapsa spp． （large） の産出は、最

上位の深度３０． ２mでも認められなかった。
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　深度２８８． ２mからG． caribbeanica の初産出が、２６９． ５m

からG． oceancia の初産出がそれぞれ認められたことか

ら、深度２８８． ２mと３９９mの間に基準面１２が、２６９． ５m

と２８８． ２mの間に基準面１１が認定される。

　また、 最上位の深度１４３． ７mでもGephyrocapsa spp． 

 （large） の産出が認められなかった。
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　本井の位置する鶴見川の沖積低地の下には、岡ほか

 （１９８４） によると埋没谷が存在するとされ、その基底高度

は本地点において標高約－ １０～－ ２０mである。したがっ

て本論では、本試錐の最上部約３０mの砂礫層を沖積層と

する。

　深度３０～３４０mは、最上部がシルト混じりの砂礫層、

上部がシルト層、中部から下部にかけては砂層とシルト

層との互層からなる。岡ほか （１９８４）の５万分の１地質図

 「東京西南部」 では、本井の西方約５００mに位置する下末

吉台地の基底部において上総層群鶴川層が露出するとさ

れる。本試錐の深度３０～３４０mの層相が鶴川層と類似す

ることおよび前述の埋没谷が同層を削剥して形成された

と考えられるので、本区間の地層は鶴川層と判断される。

なお鶴見地域では、鶴川層の下半部は上総層群上星川層

と同時異相の関係にあるとされる （岡ほか、１９８４） ので、

本区間の下部は上星川層に対比されるともいえる。

　深度３４０～７３０mは、シルト岩を主とし、砂層を薄く

挟む。本層の上位にある上星川層は三梨・菊池 （１９８２） に

よると、横浜南部に分布する上総層群小柴層に対比され

ており、小柴層の下位には上総層群大船層が整合で位置

する。したがって、層相および層位学的位置から、本区

間の地層は大船層であると考えられる。なお、藤岡ほか

 （２００３） は、横浜市港南台南方に分布する大船層および小

柴層から産する石灰質ナンノ化石を検討し、小柴層下部

に基準面１０ （１． ４５Ma） および同層最下部に基準面 １１ （１． ６５

Ma） を、大船層の上部に基準面１２ （１． ７３Ma） を認定した。

一方、本試錐では、小柴層に相当する鶴川層 （上星川層）

中に基準面１１および１２が認定された。本研究ではカッ

ティングス試料の観察によって鶴川層と大船層の境界を

深度３４０mとしたが、石灰質ナンノ化石分析の結果から、

本試錐における両層の境界は深度３４０mよりも浅い位置

にある可能性がある。

　深度７３０～１１２０mは、上部が礫混じり砂質シルト、中

部が砂質シルトもしくはシルトと砂の互層、下部が礫お

よびスコリアやパミスを含むシルトと砂の互層からなる。

同層が層位学的に大船層の下位に位置することおよび層

相から、本区間は上総層群野島層と考えられる。

　野島層の地質年代について、江藤ほか （１９８７） は同層中

部層準に浮遊性有孔虫Globoratalia truncatulinoides の産出

下限があるとした。この層準は、オルドバイサブクロン

の直下 （１． ９７Ma） とされている （Oda、１９７７）。また彼らは、

逗子層上部から野島層中部層準にかけて CN１２d の上限

を規定するDiscoaster brouweri が産出するとした。

CN１２d の上限は佐藤ほか （１９９９） の基準面１３ （１． ９７Ma） に

相当する。本試錐では、基準面１３は大船層下部に認めら

れ、基準面１６ （２． ３８Ma） および基準面１７ （２． ５４Ma） が野島

層に認められた。したがって本研究の結果は江藤ほか

 （１９８７） の結果と一致しない。

　深度１１２０～１１８０mは、凝灰質砂層および礫層が優勢な

地層からなる。同層が層位学的に野島層の下位に位置す

ることおよび層相から、同区間は上総層群最下部の浦郷

層と考えられる。

　深度１１８０～１５００mは、上部から下部にかけて、凝灰

質で礫混じりのシルトを主体として砂を薄く挟む互層か

らなる。江藤ほか （１９９８） は、三浦半島北部において、上

総層群浦郷層が、三浦層群池子層に平行不整合ないし軽

微な傾斜不整合で重なるとしている。本区間の地層が層

位学的に浦郷層の下位に位置することおよび層相から、

同区間は三浦層群池子層と考えられる。なお本研究では、

池子層上部に石灰質ナンノ化石基準面１８ （２． ７４Ma） が認

定された。江藤ほか （１９８７、Table ４） では、池子層最上部

の層準にDiscoaster surculus の産出上限を認めている。

これは佐藤ほか （１９９９） の基準面１７ （２． ５４Ma） に相当する。

前述のように本研究では野島層中に基準面１７が認めら

れており、江藤ほか （１９８７） の結果と一致しない。

　上記のように、野島層以深の年代については、本研究

と江藤ほか （１９８７）との結果に不一致が認められた。江藤

ほか （１９８７）の研究は主に三浦半島において行われたもの

であることから、本井の位置する横浜地域では上総層群

の堆積開始年代が三浦半島よりも早かった可能性がある。
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　川合ほか （１９８６） の A 層 （０～１０． １m） は、大礫を含む砂

礫層からなり、本試錐の掘削地点は多摩川中流域の旧河

床に位置することから、本層は沖積層と判断される。

　B �層 （１０． １～４５． ５m） は、 上部から中部 （１０． １～４１． ０m）

にかけての細 ～ 粗粒砂層および下部の砂礫層 （４１． ０ ～ ４５． ５

m） からなる。本試錐の掘削位置は、高野 （１９９４） の第１図

にある２５地点露頭の東方約２km に位置し、同露頭では、

下位より連光寺層および稲城層が露出するとされている。

また同論文の地質図 （第３図）においても多摩試錐の南西

方約６～７００mの丘陵の基部に連光寺層が見られるとさ

れる。さらに岡ほか （１９８４） は、本試錐の掘削地点に近い

多摩市連光寺の桜ヶ丘保養院東の多摩川河岸において、

連光寺層と稲城層の境界があるとしている。したがって

B �層は連光寺層であると判断される。

　B �層 （４５． ５～１４７． ３m） は、細粒砂層 （４５． ５～５３． ５m）、

シルト混じり細粒砂層 （５３． ５～７７． ０m）、 細粒砂層 （７７． ０
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～８８． ０m）、礫混じり細～中粒砂層 （８８． ０～１２０． ９m） およ

びシルト混じり細粒砂層 （１２０． ９～１４７． ３m）からなる。高

野 （１９９４） は、多摩丘陵西部の上総層群は、礫層 （河川） －

泥層 （内湾） －砂層 （外浜） の堆積サイクルからなり、１つ

の堆積サイクルを１累層として区分した。しかし、川合

ほか （１９８６） は、底生有孔虫の産出状況から B �層は内部

大陸棚の堆積物であるとしているので、高野 （１９９４） の層

序区分を本試錐にそのまま適用することは適当ではない。

　C層は、C �層 （１４７． ３～２２７． ２ m） が砂質シルト層、C �層

 （２２７． ２～２５５． ８m） がシルト質細粒砂層、 C �層 （２５５． ８～

４０３． ８m） がシルト層よりなり、川合ほか （１９８６） は底生有

孔虫の産出状況からこれを外部大陸棚の堆積物であると

している。これも同様に高野 （１９９４） の層序区分を適用す

ることは適当ではない。高野 （１９９４）は、鶴川撓曲付近を

境に、連光寺層から下位の地層は鶴川層と指交関係にあ

るとしている。したがって、本試錐の掘削位置は鶴川撓

曲より西方に位置するものの、B �層から下位の地層は鶴

川層に対比すべきと判断される。

　なお、鶴川層とした B �層以下の地層において、相対的

に粗粒な堆積物を低海水準期の、細粒な堆積物を高海水

準期の堆積物とすると、 ４５． ５m ～ １２０． ９m、 １２０． ９m ～２５５． ８

m、２５５． ８m～４０３． ８m の３つの相対的海水準変動 （海進、

海退） に対応した堆積サイクルに区分することができ、

それぞれ４５． ５m～１２０． ９mが小山田層、 １２０． ９m ～２５５． ８

mが平山層、２５５． ８m～４０３． ８mが大矢部層に相当する堆

積物である可能性がある。

　本試錐では、石灰質ナンノ化石年代より、深度２４３． １m

と３５４． ８m間に基準面１１ （１． ６５Ma） と１２（１． ７３Ma） が認定

された。これはともに鶴川層中に位置する。なお、前述

のように本試錐の B �層以下の地層がそれぞれ小山田層、

平山層、大矢部層に相当する堆積物であるとすると、基

準面１１は平山層相当層下部に、基準面１２は大矢部層相

当層の中に位置することになる。高野ほか （１９９４）は平山

層上部の石灰質ナンノ化石年代を１． ３６－１． ５７Maと報告

している。これは佐藤ほか （１９９９）の石灰質ナンノ化石年

代に読み替えると、１． ４５－１． ６５Ma であり、本研究の結

果と調和的である。また伊藤ほか （２００２） は、小山田層中

に挟在するテフラ （第２図師タフ、第２堀之内タフ） の

フィッション ・ トラック年代をそれぞれ１． ４±０． １、 １． ７±

０． ２Ma と報告した。これも本研究の結果と矛盾しない。
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　川合ほか （１９８７） の A 層 （ ０～１３． ７m） は、砂礫層および

表土層からなる。本試錐の掘削地点は多摩川の旧河床に

位置することから、本層は沖積層と判断される。

　B層 （１３． ７～８３． ３m）は、シルト質細粒砂層（１３． ７ ～

２４． ３m）、砂質シルト層 （２４． ３～２９． ０m）、一部礫混じり

の細～中粒砂層 （２９． ０～５０． ６m）、 細粒砂層 （５０． ６～６５． ８

m）、砂質シルト （６５． ８～６９． ９m） およびシルト混じり細

粒砂層 （６９． ９～８３． ３m） から構成される。高野 （１９９４）の堆

積サイクルによる地層区分にしたがうと、１３． ７～５０． ６m

区間の地層が１つの堆積サイクルに相当すると考えられ

る。本試錐は、岡ほか （１９８４） の５万分の１地質図「東京

西南部」の A-A' 断面上にほぼ位置し、同地点付近では、

沖積層の下位に稲城層が分布するとされる。したがって

この１３． ７～５０． ６m区間の地層は稲城層と考えられる。

　C �層 （８３． ３～２１１． ８m） は、細粒砂の薄層を挟在する砂

質シルト 層 （８３． ３ ～ ２０４． ５m）、 細 ～中粒砂層 （２０４． ５ ～ ２１１． ８

m） からなる。深度１３５． ２mに軽微な不整合が認められる

ことから、 B層の下部 （５０． ６m ～ ８３． ３m ） と C層の上部 （８３． ３

～１３５． ２m）を合わせた区間が１つの堆積サイクルに相当

すると判断される。本区間 （５０． ６m ～１３５． ２m） は稲城層

の下位に位置することから、連光寺層であると考えられ

る。

  C �層 （２１１． ８～４４８． ５m） は、 シルト層 （２１１． ８～３１０． ５m）、 

砂質シルト層 （３１０． ５～３５３． ０m）、 シルト層 （３５３． ０ ～ ４４８． ５

m） からなる。川合ほか （１９８７） によると、底生有孔虫の産

出から C２層は外洋半深海の堆積環境を示すとされる。

また C �層 （４４８． ５～５０８． ０m） は、砂質シルト層 （４４８． ５～

４７９． ５m）、砂質シルトと細粒砂の互層 （４７９． ５～４９３． ８m）

および細粒砂層 （４９３． ８～５０８． ０m） からなり、外洋浅海の

堆積環境を示すとされる。したがって本試錐の１３５． ２m

以深の地層においては、高野 （１９９４） の河川から外浜にか

けての堆積物を１サイクルとして区分する多摩丘陵西部

地域の層序区分をそのまま適用することは適当ではない。

なお、高野 （１９９４） は、鶴川撓曲付近を境に、稲城層は柿

生層と、連光寺層から下位の地層は鶴川層と指交関係に

あるとしている。本試錐の掘削位置は鶴川撓曲近傍 （北

方約２． ５km） に位置することから、本試錐の１３５． ２mより

下位の地層は、鶴川層に対比されると思われる。
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　川島ほか （１９８８） のA層 （０～６． ５m） は、褐色土層および

黒色土層で構成され、本試錐の掘削位置は鶴見川支流の

小河谷にあることから、本層は沖積層であると判断され

る。

　沖積層の下位に位置する B 層および C 層は、 細粒砂 （６． ５

～２０． ３m）、 砂質シルト （２０． ３～５１． ５m）、 砂礫 （５１． ５ ～ ５８． ２

m）、砂・シルト互層 （５８． ２～９２． ５m）、砂質シルト （９２． ５

～１４８． ２m）、シルト質細粒砂 （１４８． ２～１６８． ６m）、砂質シ
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ルト （１６８． ９～４６４． ４m）およびシルトの薄層を挟在する細

粒砂 （４６４． ４～５０５． ５m） で構成され、全体として砂質シル

トが優勢な地層からなる。珪藻化石および底生有孔虫の

産出から、本試錐の最下部から１６８． ９mまでは外洋・沿

岸性の、その上位は淡水性～汽水性の環境を示すとされ

る。したがってこれらの地層の全体が鶴川層と考えられ

る。
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　鶴見温泉井の付近は関東構造盆地において、上総層群

相当層が厚い地域と考えられている （鈴木、２００２）。鈴木

 （２００２）の上総層群相当層の基底深度分布図から鶴見温泉

井の位置での基底深度を読みとると、標高約－１６００mで

ある。これと比較すると、鶴見温泉井の地質から判断さ

れた上総層群の基底深度は、約４００m浅い。

　多摩試錐 （図５の TA） の東北東約１． ４km の多摩川対岸

 （左岸） に位置する防災科学技術研究所府中地殻活動観測

井 （以下、防災科研府中井という。標高４４． ７１m。図５の

BF） では、石灰質ナンノ化石基準面１２ （１． ７３Ma） が深度

９３０m （標高約－８８５m） にある （林ほか、２００４）。一方、多

摩試錐においては、 Gephyrocapsa caribbeanica が Ta４ （深度

３５４． ８m） で産出せず、Ta１０ （２４３． １m） で産出することから

基準面１２は Ta４ と Ta１０の間にある。基準面１２を Ta４

直上と仮定すると、標高約－３０４mである。多摩試錐付

近での地表の上総層群は、北西－南東ないし北北西－南

南東走向で北東に１～２度の緩い傾斜を示す （高野、

１９９４） が、地下深部の地層の傾斜は堆積盆地の沈降運動

等の影響を受け、大きくなっている可能性がある。鈴木、

高橋 （１９８５） によると、防災科研府中井では、上総層群を

深度１０６１mで上部層と下部層に区分しており、上部層の

地層傾斜検層結果の３度ごとの頻度分布図をみると、６

～９度が最も多く２８%を占め、次いで０～３度が２６％

を占める。全体としては、１８度以下が９３％、２１～２７度

が７％である。傾斜方向は、深度９３０m付近の地層では東

～南方向が多い。また、上総層群下部層では、３～６度が

最も多く３７%を占める。全体としては、１５度以下が９８%、

３０～３３度が２％である。傾斜方向は最上部層で南東～南

西および西方向が多い。

　防災科研府中井の上総層群上部層の地層傾斜角が１８

度以下で全体の９３%を占めることから、深度９３０m （基準

面１２） の上総層群が西南西方向に多摩試錐に向かって傾

斜１８度で上がり続くと仮定すると、多摩試錐の位置での

基準面１２相当層準の深度は標高約－４３０mと推定される。

しかしながら本研究の結果、実際の多摩試錐における基

準面１２は、標高約－３０４mよりも上部にあることが判明

した。したがって両井の間では、北東側の上総層群が少

なくとも約１２０m以上落ち込んでいることが考えられる。

　多摩試錐および防災科研府中井の付近の多摩川左岸に

は立川断層の存在が知られている （図５）。立川断層は、

山崎 （１９７８） によれば、地表地形や露頭観察から、北西－

南東走向の活断層であり、北東側隆起の逆断層で、横ず

れは認められないとされている。東郷ほか （１９９６）によれ

ば、南部の多摩川右岸の落川・一の宮遺跡 （図５の OI） で

見られた断層の調査では、横ずれが卓越するが、これは

立川断層の走向が南北に近い方向に変化したためではな

いかと推定している。一方、多田 （１９８３） は、重力調査結

果から地表地形の北東側隆起と反対に、基盤断層は４００

～５００m北東側落ちの断層で、活断層としての立川断層

はこの古い基盤断層の痕跡が最近の応力状態に支配され

て再活動したと考えた。萩原ほか （１９８８） および萩原

 （１９８９） は、稠密な重力調査から基盤の立川断層北部での

北東側隆起、中央部～南部での北東側落ちを考えざるを

得ないことを北東側隆起の縦ずれと左横ずれ断層の組み

合わせで説明している。山口ほか （１９９８） によれば、反射

法探査結果から立川断層は立川市砂川付近では垂直の断

層であり、深度３００～６００mの地層は北東側約１００mの
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隆起に対し、深度１０００m付近の先新第三紀の基盤は

１００mの北東側落ちであり、断層運動は北東側落ち－活

動休止－北東側隆起へ反転という経過をたどり、現在に

至ったとされている。東京都 （１９９９） は、 山口ほか （１９９８）

 よりも南東約１． ２km の立川市泉町での反射法探査から、

先新第三系～下部新第三系からなる基盤の上面は深度

８００～９００mとした。また、上位の堆積層は断層帯と判断

される位置で撓曲構造を示し、基盤の上面は堆積層の構

造と調和的であるとした。

　鈴木・高橋 （１９８５） は、防災科研府中井の基盤が著しく

破砕されていることにより、近傍を構造線または断層が

通っていると推定し、これが秩父帯と四万十帯を境する

 （仏像） 構造線の可能性または立川断層とも考えられると

している。

　本論で明らかとなった、多摩試錐と防災科研府中井に

おける１． ７３Ma 相当層準に推定される高度差は、更新世

前期頃まで続く古い立川断層の運動によって生じた可能

性がある。しかし、地表で見られる立川断層の多摩川右

岸側への延長は、多摩試錐の位置より西北西約１． ７km と

考えられている （東郷ほか、１９９６） ので、浅部を切る断層

は更新世前期以降に深部を切る断層から分岐した可能性

が考えられる。
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　本研究では、下末吉台地 （鶴見） および多摩丘陵 （多摩、

稲城、町田） の深層ボーリング４本を対象として、上総層

群の石灰質ナンノ化石を検討し、その生層序に基づいて

各構成層の地質年代を決定し、さらに上総層群の地下地

質構造について考察を行った。それらの結果は以下のよ

うにまとめられる。

 （１） 　鶴見温泉井のカッティングスによる層相観察、電

気検層の結果から、その層序は下位から三浦層群池

子層、上総層群浦郷層、野島層、大船層および上星川

層 （または鶴川層） に区分されることが分かった。

 （２）　石灰質ナンノ化石年代から鶴見温泉井の上総層群

最下部の浦郷層の堆積は２． ７Ma ごろに始まり、野島

層の堆積年代は約２． ６－２． ０Ma、大船層～鶴川層 （上

星川層） 下部は約２． ０－１． ７Ma であると考えられる。

 （３） 　鶴見温泉井での上総層群の基底深度は、従来考え

られていたよりも約４００m浅い標高約－１２００mであ

ることが明らかになった。

 （４）　 多摩丘陵地域の上記３カ所の深層ボーリングにお

ける層序を高野 （１９９４） に従い再検討した。その結果、

多摩試錐は上位から上総層群連光寺層および鶴川層

に、稲城試錐は上位より稲城層、連光寺層および鶴

川層に、町田試錐は鶴川層に区分される可能性が高

いことがわかった。

 （５）　多摩試錐と防災科研府中井の間において、基準面

１２ （１． ７３Ma） 相当層準に高度差が推定され、更新世前

期の立川断層の運動によって生じた可能性がある。
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